
ひらけ！
授業の扉

学生が具体的にイメージしやすい
よう、講義では模型を使って論理的
な思考法について解説します。

1代表チームによる発表後、多くの学
生から質問が寄せられ、活発に質疑応
答が繰り広げられました。 2会場が
笑いに包まれるような面白い発表もあ
り、どのチームもそれぞれの個性が光る
魅力的なプレゼンテーションを展開。 
3「有用性」や「アイデアの豊かさ」な
どの5項目について学生たちが採点。
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岐阜大学工学部 機械工学科
機械コース2年

川井 考生 さん

最初に授業名を聞いた時から「どんな内
容だろう？」と興味を持ちました。高校
までの授業とは全く違ったグループワー
ク中心の内容で、社会に出てプレゼンテーションをする機会など
に必ず生かせると感じています。普段の生活で友人とこれだけ
真面目なテーマについて話す場面はなかなかありません。どう
やって議論を進めればいいのか分からず戸惑いの連続でしたが、
誰かが一歩を踏み出さないといけない状況で、自分から前に出て
話を進めていけたことはとても大きな成長だったと思います。

社会でも生かせる貴重な体験でした

岐阜大学工学部 化学・生命工学科
生命化学コース2年

高田 麻衣 さん

私はグループワークに苦手意識があり
ましたが、回数を重ねるごとに慣れてい
き、次第に意見を出せるようになりまし
た。最終のプレゼンテーションでは主にパワーポイントの資料
作成を担当しましたが、事前の中間発表の時に分かりやすい資
料の見せ方について指摘を受け、自分では気が付かないアイデ
アを得られたのが良かったです。今後は学年を追うごとに少人
数の授業が増え、人との関わりも強くなっていきますので、こ
の授業で得たことを生かしていきたいですね。

自分から積極的に意見できるように成長

授業を終えて

プレゼンテーション

課題解決のプロセスづくり・
人間関係づくり

話し合いのスキル、チームでの課題
解決方法、作業工程の基本を学ぶ

▼
コミュニケーション力の基礎を

身に付ける

最終課題

『日経テクノルネサンス・ジャパン 未来
の夢アイデア・コンテスト』の参加企業
5社が募集するテーマから1つ選び、「企
業に研究開発してほしい未来の夢」を企
画・立案・プレゼンテーション

▼
具体的なテーマに取り組む中で、

課題抽出から発表までの
一連の流れを経験

プレゼンテーション入門

プレゼンテーションの内容の組み立て方、
図・表・写真の使い方などを解説

▼
相手に伝わりやすい

表現法を学ぶ

プレゼンテーション

8クラスから選抜された計16グループが、
約250人の学生の前でプレゼンテーション

▼
代表者たちのプレゼンテーションを

評価し、新たな気付きを得たり、
今までの学びを振り返る

パラグラフライティング

論理的に段落を組み立て、
質の高い文章を作る技法を学習

▼
相手にうまく伝えるための
文章の構成の仕方を習得

グループに分かれて
ブレインストーミング・情報整理

付箋にキーワードを記入し、
発想を広げ、情報を整理する

▼
アイデアをまとめ、合意形成を得る

型（ロジック）を見つける練習

る
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わ
っ
た
と
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感
し

て
い
ま
す
。
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取
り
組
ん
で
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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工学部 2 年次前期基礎科目「技術表現法」

社会で活躍する
技術者の育成を目指し、
問題解決力と表現力を
実践で錬磨。

▼
授
業
の
流
れ

123456

工学部 2 年次前期の基礎科目として、「技術表現法」がスタートしました。

従来、コミュニケーション力に乏しいと思われがちだった理系学生に、

チームで議論し合いながら論理的に問題解決を導き出す方法や、

文章作成・プレゼンテーションにおける表現法を学ぶ機会を設けることで、

他者と連携を取りながら、自ら考えて行動できる力を養うのが狙いです。

岐阜大学工学部
グローバル化推進室

川瀬 真弓 特任助教

平成26年度から基礎科目授業として始
まった「技術表現法」。技術が蓄積され
た現代において、商品開発やイノベー
ションをもたらす能力とは、技術のみな
らず創造的な視点を持って課題解決にあ
たる力だといわれています。学生の創造
の原点である「気付き」を活性化するた
め、実際にグループで課題に取り組み、
ものづくりの場面に役立つ表現法を身に
付ける講義を実践。「アクティブラーニ
ング」（学生の能動的な学習を取り入れ
た授業形態）をベースにした授業です。

工学部 2年次前期基礎科目

技術表現法
Technical Expression
対象学生：工学部2年生
開講学期：前学期




